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The intermarriage between humans and non-human creatures is depicted in myths and legends all over
the world. Zeus in Greek mythology, for example, transforms himself into a swan to get physically
involved with Leda. It is often the male who goes through a change in the west, but it is more often the
female than the male who is a transformer in myths and legends in Asia.
Tackling the Japanese ﬁlms based on the Chinese legend of the White Snake, which was written down
by Feng Menglong in 1624, I wish to explore the representation of the White Snake in a gender-conscious
perspective. The White Snake ﬁlms have scarcely been examined in any academic discipline. I intend to
take into consideration the credited Japanese novel by Fusao Hayashi, The Sorcery of Mrs. White, which
promises her a happy ending contrary to the Chinese original. The goal of this project is to compare the
White Snake ﬁlms in Japan and China to clarify differences in characterizing a non-human female creature
who desires to unite with a human male.
白蛇伝映画における女の表象
─日本文化圏での開花─
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3 本論文に掲載される図は、以下の LD、DVD 映画資料から引用されている。実写版の『白夫人の妖恋』
（1956年）は LD、販売元：東宝。現在絶版。アニメーション版の『白蛇伝』（1956年）は DVD、販売元：
東映ビデオ（2002年発売、本編79分、カラー）。東映アニメーション50周年記念ミュージカル版の『白蛇
伝 ～White Lovers～」（2006年）は DVD（2007年発売、ル・テアトル銀座での上演作品）、販売元：ポニ
ーキャニオン。
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14 魯迅「論雷峰塔的倒掉」『魯迅全集』（人民文学出版社、1973年）第一巻「墳」所収。山口建治（1998）、
183頁に引用。
を踏み殺すという独創的な悲劇。もうひとつはアニメーション『白蛇伝』に見られるように、許仙と
白娘がふたりだけの幸福な人生へと船出するハッピーエンディング。雷峰塔から遠く離れた日本の土
壌で、白娘は妖術を駆使する白い大蛇から、可能なかぎり人間に近づいたのである。
雷峰塔の抹消という共通項をもつ日本の白蛇伝映画どうしにも、本論文で考察してきたような様々
な相違点が見られるが、今後の研究課題としてさらに取り組むべきひとつの相違点がある。それは、
小青（青青）の変化（へんげ）である。小青は『白夫人の妖恋』では青い「蛇」であり、アニメーシ
ョン『白蛇伝』では青い「魚」である（図 55）。蛇と魚は異なる生物であるが、その表象の差異の背
後にはどのような思考や心理が働いているかを解明していきたいのである。
中国の白蛇伝映画はいっせいに小青を「青蛇」として描き出している。15中国の白蛇伝映画が小青を
「蛇」として設定することにこだわる背後には、何があるのだろうか。この小青表象をめぐる考察をひ
とつの契機として、今後は日中の白蛇伝映画の比較考察へと進んでいくことが本プロジェクトの課題
である。
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15 小青は本来、中国民話の「白蛇伝」や馮の小説では、「魚」である。それが中国文学の歴史のなかで、黄
図wの『雷峰塔奇伝』や方成培の『雷峰塔伝奇』以降に、八百年の修行を積んだ「蛇」に変えられたこと
の記述については、ウィキペディア参照、http://ja.wikipedia.org/wiki/小青（2014年９月28日閲覧）。
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